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研究成果の概要： 
 
 自己開示をすることにより開示者は精神的健康を得られるが，その一方で開示の受け手は，

精神的負担感が高まることがある。この負担感をいかにして低減するかが、自己開示、ひいて

は円滑な対人関係を促進することにつながる。そこで本研究では、視点取得の種類によって自

己開示の受け手の精神的負担感が異なることを確認した。さらに受け手に類似相談経験があっ

たり、開示に応答を行なう必要があったりすると、精神的負担感が高くなることも示された。 
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１．研究開始当初の背景 
 

自己開示をすることは、開示者本人にとっ

て、精神的にも、肉体的にもポジティヴな反

応をもたらすことが数多くの研究によって明

らかにされている。同時に、開示の受け手に

とっても、開示をされることは開示者からの

好意を示されたりや信頼を寄せられたりする

ことであるので(cf. Dinndia & Allen, 199

2)、対人関係の進展によるソーシャルネット

ワークの拡大やソーシャルサポートの増大に

つながる好ましいものであると言える。つま

り、自己開示の受け手にとっても、中長期的

なメリットがある。 



ところが、自己開示を受けることは短期的

には非常に大きな負担を伴うことがある。た

とえば、非常に内面性の高い話題を受けたと

き、開示者の否定的な感情が伝わり、受け手

も否定的な感情に陥ることが多い。自己開示

の受け手の専門家とみなすことができるカウ

ンセラーにおいても、いかにしてそうした巻

き込まれ感から免れるかについて経験論的に

語られることが多い。 

短期的にみた自己開示を受けることのよう

な、否定的な出来事に対して、どのように感

情をコントロールするかについては、社会学

や看護学においてよく取り上げられ産業・組

織心理学に持ち込まれた概念として「感情管

理」(emotional management)、あるいは発達

心理学を中心に発展してきた「感情制御」(a

ffect regulation)という研究テーマとして、

最近取り上げられることが多い。ここではよ

り広範な現象を扱うことができると考えるた

めに感情管理で統一する。 

この感情管理は、たとえばGross & Oliver

(2003)では、代表的な感情管理方略として、

感情の表出を抑制する方略と認知的再評価方

略とを取り上げ比較して、認知的再評価の方

が感情管理において優れていることが示され

ている。感情管理方略はこの他にも多様な分

類がなされ、また多くがその有効性が検討さ

れている。 

感情管理方略としてはさまざまなものが取

り上げられているが、本研究では自己カテゴ

リー化を取り上げる。自己カテゴリー化の研

究としては、従来は主として集団間関係や社

会的表象に対する研究が中心に検討されてき

たと言えよう。しかしながら、対人関係にお

いても自己カテゴリー化の効果が及ぶのでは

ないかと考えるのが本研究である。古くはJo

urardの開示者と受け手との関係を図式化し

たもの、社会的浸透理論による開示者と受け

手との相互に重なる図式に示されているよう

に、自己開示は自己と他者との関係性を念頭

において実施されてきたとも言えるからであ

る。 

自己開示研究で考えると、開示をすること

の 開 示 者 の メ リ ッ ト は 、 近 年 、

Pennebaker(1995)をはじめとする数多くの研

究によって実証されてきた。自己開示を受け

る人が存在しなくては、自己開示は成り立た

ない。その際に開示を受けることに伴う負担

をどのように軽減するか、どのようにしてよ

りよく聞くかというテーマは、当然次代の研

究課題となるべきものである。しかし従来の

研究においては、いかに聴くかというテーマ

は、従来は余り本研究されてきていない。そ

の一方で、臨床心理学的にはどのように聴く

かというのは非常に重要なテーマであるとさ

れている。重要であるが実証的に研究されて

いないテーマの探求という意味において、本

研究は非常に意義深いと言えよう。 

同時に、さまざまな研究領域において理論

的な発展も考えられる。まず感情管理研究か

ら捉えると、新たな方略の存在が明らかにな

ることにつながる。すなわち、関係性の枠組

みという、現象としては理解されていたが、

実証的には捉えられていなかった新たな方略

の発見につながる。さらに、自己カテゴリー

化の研究は、従来、集団や社会的な表象への

応用という研究が主流であった。これが集団

のみならず、対人相互作用場面にも応用でき

ることが示されれば、理論の発展が期される

ことにつながるであろう。しかも、自己をど

のようにカテゴリー化するかだけでなく、対

人相互作用する他者をどのようにカテゴリー

化するのか、さらに自他のカテゴリー化がど

のような関係にあるのかといった、カテゴリ

ー化の発展が意味を持つことを示す可能性を

秘めている。 
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開示の受け手の自他のカテゴリー化によっ

て、事象からの影響度が異なることが示され

ると、自己開示を促進させる受け手の要因、

対人場面における自己カテゴリー化の効果、

自他のカテゴリーの効果、新たな感情管理方

略といった、さまざまな新しい研究テーマが

創設される可能性がある。 

Pennebaker により実証的に明らかにされ

た、自己開示なかでも特に外傷体験となるよ

うな事象を自己開示する、すなわち告白の研

究が、数多くの研究者によって検討されてき

た。自己開示に効果があるとすれば、どうす

れば自己開示の効果を促進させる要因を追求

する研究として、本研究は位置づけられるで

あろう。 

同時に、自己開示の受け手に関する Miller

たちが始めた開示を引き出しやすい人である

オープナー(cf. 小口,1989)や受け手の集団

内地位や開示動機(小口,1990a,b,c)、開示を

モデル化して捉えること(小口,1996)などの

開示の受け手に関する研究でもある。本研究

は、どのように自他をカテゴリー化するかに

よって、オープナーとなれるかを示す研究と

見なすこともできる。同時に、受け手は、自

己開示を受けると開示者に過剰に関与したり、

自身の感情がコントロールされてしまったり

するかのような、自己開示に伴う情緒的「巻

き込まれ感」が生じることが示されている(日

向野・倉信・小口,2004)。こうした現象を説

明するものとして流行性感冒のアナロジーを

用いた Stile(1987)の自己開示熱モデルがあ

り、そこでは開示者の「熱」が受け手に伝わ

るので、受け手も「熱」を生じてしまうとい

う説明がなされている。こうした受け手に関

する現象に関して、本研究は単に現象を把握

するためのモデルに留まらず、メカニズムを

探求する研究の端緒となるであろう。 

感情管理研究では、従来はさまざまな感情

管理方略が検討されている。その中では、自

己の認識のありかた、感情への対処という面

での方略が多い(cf. Larsen & Prizmic, 2004)。

関係性に関した研究としては、下方向の社会

的比較(Lockwood,2002)といったものがある

が、自他の関係性をどう捉えるのかという方

略については研究がほとんどなされていない

といってよいであろう。新たな感情管理方略

の発見となる可能性がある。 

 
 
２．研究の目的 
 

そこで、本研究では開示を受けているとき

に、受け手は自身をどのように自己カテゴリ

ー化するのか、受け手は開示者をどのように

カテゴリー化するのか、受け手は、受け手と

開示者のカテゴリーの関係をどのように見て

いるのか、について明らかにする。その上で、

いかなるカテゴリー化がなされていることが、

自己開示を受けることの負担感に影響するの

かを実験的に明らかにしていく。 

 
 
３．研究の方法 
 

このような目的に対して、 受け手のカテゴ

リー化、開示者のカテゴリー化、カテゴリー

間の関係性の様態を、大学生を対象にして、

さまざまな調査や実験を通して明らかにした。 

 自己開示場面における検討では、自身や開

示者をどのようにカテゴリー化しているのか

を明らかにしようとした。さらにその２つの

カテゴリーがどのような関係であるのかも見

ていく。そのため以下の実験を行い検討した。 

 

□研究１ カウンセリング場面の映像を見

せての想起法 

実験参加者にカウンセリング擬似場面の

映像を見せる。映像は学生が教師などに相談

をする場面を収録した既存の映像である。カ
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ウンセリングの教育用に作成されたものであ

る。この映像はDVDにより収録されている。こ

のDVDの特徴は、同じ場面でありながら、視点

を開示者（クライエント）に置いたもの、受

け手（カウンセラー）に置いたもの、相互作

用している開示者と受けて（クライエントと

カウンセラーが話している様子全体場面）に

あるものの３つから選択できるようになって

いる点である。本研究の目的に即して考える

と、受け手からの視点が望ましいと思われる

ので、本研究では受け手の視点からの映像を

用いる。 

この映像を見せて、自身や相談相手に対し

て、どのようなカテゴリー化をしていたのか

を自由記述で求める。さらにこの研究におい

ては、同時にその場面を見た受け手の負担感

も測定しておき、特定のカテゴリー化と負担

感との間に関連が見られるのかも探索的に検

討する。 

負担感は直接的に受け手となる実験参加者

に回答を求める自己報告を用いる。こうした

指標によって、負担感を明らかにし、それと

自己開示を受けているときのカテゴリー化と

の関連を探求する。 

さらに、この研究１では、自己開示を受け

ることに伴う負担感を測定するので、そこで

は受け手のカテゴリー化と開示者に対するカ

テゴリー化の相対的な関係性についても情報

が得られる。それに基づき、相対的な関係性

を数値化、あるいは類型化して、それと自己

開示を受けることに伴う負担感との関連性に

ついて、示唆を得ることができるであろう。 

 

□研究２ 大学生の悩み打ち明け場面の映

像を見ての想起法 

研究１のＤＶＤは中学生が悩みを相談する

場面を収録した既存のものであった。そのた

め、今回の対象となった大学生においては不

適切であった可能性がある。そこで、新たに

大学生の実験協力者に依頼して、開示をする

場面を複数収録して、自然な自己開示である

こと、男女で差がないことなどを確認して、

男性用の刺激ＤＶＤと女性用の刺激ＤＶＤと

を作成した。そのＤＶＤを実験参加者には試

聴してもらい、受け手のカテゴリー化などに

ついて指標化したものと、負担感などとの関

連性を探った。 

刺激のＤＶＤで語られる開示の話題として

は、内面性の低い話題（今日あった出来事や

趣味に関する話題など）、そして内面性の高

い話題（今までで最も落ち込んだ出来事や子

どもの頃つらかったことなど）の２種類の話

題を用意して、その差異も検討する。開示の

内面性の程度に応じて、カテゴリー化が異な

るかもしれないからである。予備調査におい

て、内面性の異なる話題であり、その評定が

人によって大きくことならないなどの実験に

ふさわしい話題を選定しておいた。 

自己開示終了後、開示者、受け手の双方に

対して、どのように自身や相手をカテゴリー

化していたのかに関する自由記述を求める。 

 

以上の二つの研究において、カテゴリー化

の効果が明瞭にみられなかったので、付加的

に、カテゴリー化に関して、内集団ひいきに

関する基礎的研究（研究３）、個人と集団と

の評価の差異に関する基礎的（研究４）を行

った。さらに、個人内の差異を説明するため

に解釈レベルからの検討（研究５）を試みた。

また、負担感については、ストレス研究から

考察して、具体的な生理学的指標から知見を

得ようとする研究（研究６）、表出された感

情のテキストマイニングソフトを使ったコー

ド化に関する研究（研究７）などもあわせて

行った。   
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４．研究成果 
 
□研究１ カウンセリング場面の映像を見

せての想起法においては、カテゴリー化の効

果は明瞭に見ることはできなかった。しかし

ながら、開示の受け手がどのような視点取得

をとっているかによって負担感が大きく異な

っていた。すなわち、自己視点よりも客観的

視点の方が負担感は小さいということが明ら

かになった。そこで同様な結果が得られるの

かを研究２でも検討した。 

□研究２ 大学生の悩み打ち明け場面の映

像を見ての想起法においても、カテゴリー化

の効果を明瞭に示すことはできなかった。し

かしながら、研究１と同様な視点取得の効果

が得られた。 

さらに研究２においては、受け手に開示

者の開示と類似した経験があると、負担

感が高まっていた。ある意味、受け手が

自身を開示者と同じカテゴリーに存在す

るとみなすこともできる。そうした場合

には負担感が高まった。また、受け手は

開示者が示した開示に応答を行なう必要

があると、精神的負担感が高くなること

も示された。同一のカテゴリーに存在す

ると考えると、自己開示の相互性が強く

作用することが予測される。そのため、

この結果も間接的にカテゴリー化の効果

を示唆するものであるかもしれない。 

カテゴリー化の効果が明瞭にみられなかっ

たため、付加的に研究を行った研究３から研

究７については、概ね予測した結果が得られ

た。研究３の内集団ひいきに関する基礎的研

究においては、内集団ひいきに関わるものと

して、顕在的自尊心と潜在的自尊心との関わ

りが明らかにされた。こうした要因も本研究

の負担感に関わる可能性が考えられる。また、

個人と集団との評価の差異に関する基礎的

（研究４）においては、集団極化現象に関連

した評価が認められた。こうしたことも、開

示を受ける際の個人化の問題と関わるであろ

う。また、解釈レベルからの検討（研究５）

では、概念を抽象的なレベルあるいは具体的

なレベルとして捉えることによって行動面で

の差異を捉えることができることを示した。

聞き手が開示者の 開示をどのレベルで捉え

るかによっても大きな差異がある可能性を示

している。さらに負担感については、ストレ

ス研究から考察して、具体的な生理学的指標

から知見を得ようとする研究（研究６）にお

いて、唾液中の成分によってストレスを検出

することができた。今後、自己報告式によら

ない負担感の把握が確実になった。また、、

表出された感情のテキストマイニングソフト

を使ったコード化に関する研究（研究７）で

も明瞭な結果が得られたので、開示者の開示

に、受け手が応答した開示の分析に応用でき

ることも確認できた。 

本研究において、カテゴリー化を明瞭に検

出することは困難であったが、本研究に付随

した５つの研究によって今後の研究の方向性

と用いる方法の有用性に有益な示唆を得るこ

とができたと言えよう。 
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